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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

フォトリソグラフィ技術によって超伝導デバイスの作製を行う。スパッタリング装 置
(芝浦メカトロニクス (CFS-4EP-LL))を使用し電極リー ドとなる薄膜を製膜する。
パターン投影リソグラフィシステム(Heidelberg Instruments (μPG501)) 、スピン
コーター、ホットプレートを 使用しフォトレジストのパターニングを行う。 

実験
Experimental

作製したテラヘルツ波発振素子の電気的特性（電流電圧特性、耐電圧、耐電流など）
とテラヘルツ波放射特性（放射強度、周波数スペクトル、放射指向性など）を測定・
評価する。

結果と考察
Results and Discussion

新しい素子構造と作製プロセスを開発することで、これまで再現性良く作製するこ
とが難しかった規模の大きなアレイ素子の歩留まりが上がった。素子のアレイ化に
よるテラヘルツ波放射の高強度化と高速での周波数掃引の両立を可能とする素子の
実現と応用に向けて進展があった。
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